
CHAPTER●4─Z80の実際

AKI-80のSRAMを無効とし、速度を下げ、
DRAMを接続して消費電力を上げる暴挙

Z80のいちばんの魅力は、DRAMの接続に
配慮した端子の機能にある。当時のパーソナ
ル・コンピュータの多くがZ80を採用したの
も、命令の機能が素晴らしかったからではな
く、DRAMを接続するためだった。実際、イ
ンテル社の周辺チップと8080のプログラム
で使われた不遇の時期でさえ、DRAMの端子
が未接続になることだけはなかった。いまは
もう、64Kバイトくらいの容量にDRAMを使
う意味はない。しかし、TMPZ84C015は律儀
にDRAMの端子をもち、AKI-80もまたそれ
を端子に引き出している。そこまでやってあ
るものを、誰がほったらかしにできようか。
もっとも、AKI-80を付属の制作マニュアル

のとおりに作ったらROMとはじめから取り
付けられているRAMで接続可能なメモリの
容量がいっぱいになり、DRAMを接続する余
地がない。速度も、クロックが10MHzだとつ
いていけない。そこで、もうひとつAKI-80を
買い、改造して使う。AKI-80には、標準のゴ
ールドキットと、データシートや制作マニュ
アルを省略して価格を安くしたゴールドボー
ドがあり、ふたつめはゴールドボードを買え
ばいい。同じものをふたつ買い、余計な作業
をして、出来上がるのが低速で消費電力の高

いAKI-80だというのだからあきれる。正々
堂々と書いたらDRAMに関心のない人から
叱られるので、まともなAKI-80と区別し、こ
の本の押し詰まったところで書いている。
AKI-80を組み立てるとき、付属の制作マニ
ュアルのとおりにやらないところはふたつあ
る。ひとつは、キットに付属していない水晶
振動子を取り付けてクロックを下げ、もうひ
とつは、パターンの一部を切って、はじめから
取り付けられているSRAMを無効にする。
DRAMを接続するのに適当なクロックは、
計算で割り出せるが、その必要はない。本物
のZ80と同じ2.4576MHzにして、Z80が現役
だった当時を再現すればいい。水晶振動子は、
4.9152MHzになる。この水晶振動子はキット
に付属しておらず、別に用意する必要がある。
取り替えた水晶振動子の付近を図7-1に示す。
組み立てかたは、同じなので説明しない。
はじめから取り付けられているSRAMを
無効とするには、部品面の74VHC00（または
相当品）の9番の端子からROMへ向かうパタ
ーンを切る。これは、組み立てる前にやって
おかないとやりづらい。一方、パターンを切
ってしまってからSRAMを有効にするには、
100kΩの抵抗のTMPZ84C015に近い側から
電線を引き出し、AKI-80のA15端子（CN4の
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図7-1●水晶振動子を取り替えたAKI-80




